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ドウェイギターを、そうでなければお近くの
楽器店でヘッドウェイギターをお試しくださ
い。ヘッドウェイギターとともに心地良い時
間が過ごせることを心から願っています。

このパンフレットは音楽誌「Player」2017
年 10 月～ 12 月号の 3 冊に渡って掲載され
たヘッドウェイ・ブランドスタート 40 周年
記念特集をまとめ、さらにディバイザーが内
容を追加したヘッドウェイオリジナルのブッ
クレットです。
フォークギターブームの隆盛からニュー
ミュージックへと音楽シーンが徐々に移り変
わる1977年にヘッドウェイは生まれました。
80 年代アコースティックギター生産を中断
せざるをえない時期もありましたが、1999
年に復活。現在まで継続して長野県松本市で
ギター作りを行っています。
ヘッドウェイのギターづくりは伝統的な手法
に基づいた非常にオーセンティックなものに
映りますが、そこから生まれたギターの細部
には百瀬をはじめとする職人一人ひとりの経
験やアイデア、技術の結晶が詰め込まれてい
ます。
ギターづくりに携わる職人は本質的に「ギ
ター」というモノを通して作り手と弾き手の
間で想いや気持ちが通じ合うような感覚を求
めています。この理想にたどり着くために努
力をやめることはできません。
以降に掲載されているインタビュー記事や製
作風景、完成したギターの紹介記事を通じて、
私たちのギターづくりに対する姿勢やこだわ
り、気持ちが少しでも伝わると嬉しく思いま
す。読後にウズウズしてきたら、お手元のヘッ

弾き手と作り手の心が
通じ合うようなギターづくりを
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Japan Tune-up シリーズ
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Player 2017 年 12 月号掲載

掲載情報は発売当時のものとなり、仕様・価格の変更、生産が終了している事がございますのであらかじ
めご了承くださいませ。
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1977年 6月にヘッドウェイ株式会社設立。アコースティッ
クギターの生産を開始する。12月に完成し、発売開始。

アコースティックギターの生産を一時中断。以降エレキギター
の生産を行う。

アコースティックギター生産を再開。
復刻版HD-115を 128本限定生産。

海外製ラインナップ「ヘッドウェイユニバースシリー
ズ」がスタート。

500シリーズ発売。

ヘッドウェイスタンダードシリーズ開始

ヘッドウェイ・飛鳥チームビルド (ATB)
シリーズ開始

桜を使用したギターの生産を開始。

マスタービルダー・百瀬恭夫が長野県卓越技能者
知事表彰「信州の名工」を受賞。

ブランドスタート40周年を迎える。各シリーズ
にて40周年記念モデルを製作。

Headway の歴史

「Headway Custom Shop」はヘッドウェイ
の製品ラインナップの中でも最上位に位置す
るカスタムオーダーギターです。お客様やギ
ターショップ様からのオーダー製作では、時
に思いもかけないコラボレーションが生ま
れ、ヘッドウェイがさらに進化するきっかけ
を得ることがあります。そしてそういった
オーダー製作の合間に職人それぞれによるコ
ンセプトモデルや趣向を凝らしたギターを製
作します。
カスタムショップで形になった仕様が飛鳥
チームビルドシリーズに展開されることもあ
ります。別ページで紹介する「ARS( アドバ
ンスド・リアシフト ) X ブレイシング」はそ
の代表的な例。百瀬、安井のたゆまぬ努力か
ら生まれたアイデアや技術がダイナミックに
ブランド全体の製品企画に反映され、ヘッド
ウェイはさらに成長を続けます。

Headway Customshop

↑創業当時のヘッドウェイ

Headway Customshop

↑現在の飛鳥工場・ディバイザー社屋











ブレイシングへのこだわり
ギターのボディ自体を振動させて音を増幅さ
せるアコースティックギターの特性上、ボ
ディの構造はギターの音色に対して大きな影
響を与えます。ギターの内側に当ててある補
強材をブレイシング (力木 )と呼びます。
このブレイシングの形状、サイズ、配置を変
えることで、ギターの音色が変わります。ヘッ
ドウェイでは常にこのブレイシングの扱いに
ついて仮説・検証を繰り返していますが、こ
こでは、近年のヘッドウェイギター製品で積
極的に採用されているブレイシングのレイア
ウト「ARS( アドバンスド・リアシフト )X
ブレイシング」について紹介します。

ブレイシングパターン比較

Forward shifted scalloped X bracing

Normal shifted non-scalloped X bracing

Advanced rear shifted scalloped X bracing

型式に｢ARS｣表記があるモデル

ヘッドウェイスタンダードシリーズの多くのモデル
※型式に「ARS」表記があるものを除く

ATBシリーズのHD-115など
※型式に「ARS」表記があるものを除く



About Bracing

アドバンスド・リアシフトブレイシング
Xブレイシングの交差位置をブリッジに寄せ、ブレイシ
ングのレイアウト・削りにこだわりました。強度が高く、
音の芯を感じられるサウンドです。

ブレイシング (力木 )とはアコースティックギターの裏側に接着して
ある補強の木を指します。4枚の板で形作られるボディ部の強度を補
完するだけでなく、ギターの音質にも影響する重要な箇所です。

ARS X ブレイシングについて

Xブレイシングの交差位置はサウンドホールから遠い方がブリッジ部
分が固くなり音も硬質になる傾向に、サウンドホールに近い方がブ
リッジ周りに余裕ができ、鳴り方も柔らかく、倍音が出るようになり
ます。

ヘッドウェイ・ブレイシングの変遷

少しマニアックな話になりますが、ヘッドウェイのブレイシングの移
り変わりについてご紹介します。昭和期から 2000 年代にかけてはい
わゆる伝統的なXブレイシングの位置（仮にノーマルXと呼びます）、
硬質で力強いサウンドと弾き心地は「ヘッドウェイらしさ」としてファ
ンの方に覚えてもらう特徴になりました。
00 年代後半にかけて、フィンガー・ピッキングスタイルの台頭にと
もない、サウンドホールに近いフォワードシフト Xブレイシングを
頻繁に取り入れることになります。
フィンガーピッキングスタイルはピック弾きに比べて、繊細なアタッ
クに機敏に反応するギターが求められます。フォワードシフトはその
ニーズに合致する構造と言えます。

ARS( アドバンスド・リアシフト )
フォワードシフトブレイシングが一定の評価を得る一方で、その他の
可能性についても検討をはじめた 2016 年頃、百瀬の手によっていわ
ゆる「リアシフト Xブレイシング」の試作が始まりました。試作当
時の百瀬はこのように語っています。

「昭和の頃からずっと (サウンドホールから )38mmの位置で Xブレ
イシングを交差していた中で、07 年頃にフォワードシフトをやって
みるってときは、びっくりしました。大きな音は出るし、38mmで
は出ないような低音も出るしで、『これはすごい』と。そんな経過も
あったので、今回 46mmの位置 (リアシフト )なんて聞いたときは、
こんなもん鳴るわけ無いでしょ、と思ったんだけど (笑 )。とは言え、
まずは作ってからだな、と。
組立ての時に安井くんとギターを試していて、『どう思う？』『やっぱ
り鳴らないです』とか言ってたんだけど、完成した日から連日弾くの
を聞いていたら、日を追うごとに『あれ？意外と音出るじゃん』と。
低音もはっきりしているし、それに今までヘッドウェイが苦手として
いた 1,2 弦の音がしっかりと鳴ってきて、全体のバランスが良く聞こ
えてくるようになったんだよね。
それから２,3 本リアシフトのギターを作る中で、完成直後からスムー
ズに鳴るようになってきた。
恐らく表板とウラ板のバランスが悪くて、鳴るのに時間が掛かったん
だと思う。
今までやってきて 38mm( ノーマル X) の時は低音が弱かったんだけ
ど、スキャロップを入れたリアシフトは高音から低音までのバランス
が良くて、38mmのノンスキャロップに比べて低音も出るし、高音
も出るようになって、かなり理想の音に近づいたんじゃないかな。」

百瀬の試作を経てさらに検証を重ねリアシフトとブレイシングのス
キャロップのバランスについて煮詰まり、飛鳥チームビルドシリーズ
に展開することになったところで、「進化したリアシフト」という意
味で「ARS(Advanced Rear Shift)」というネーミングが決まりました。
現在のヘッドウェイギターラインナップで積極的に採用している
ARS ブレイシングモデル。ぜひ実物をお試し頂ければと思います。

リアシフトに対する偏見が覆される

ブレイシングレイアウト

ARS 製品には上記のス
テッカーが本体ピック
ガードに添付されていま
す。このマークを目安に
お試しください。

飛鳥チームビルドシリーズ

HD-115ARS /ATB
ヘッドウェイの創業時から作り続けて
いる定番のモデル。ARS 仕様で、ノー
マル Xとはまた一味違った響きが得ら
れました。











るように移動が可能です。
■指板処理
サウンドの質や立ち上がりに関わる重要な箇
所である指板。スチールウールで磨き上げた
後、レモンオイルでしっかりと保護していま
す。
■弦高調整
ギターの弾きやすさに大きく関わってくるの
が弦高です。JT シリーズのギターは押さえ
やすさを重視した適正弦高に 1本 1本丁寧に
調整しています。
■工場出荷時はエリクサー弦
多くのプレイヤーに支持されるエリクサーの
フォスファーブロンズライトゲージ弦を工場
出荷時の弦として選びました。

2018 年 5 月にリニューアルした新 Japan 
Tune-up series ではさらに弾き手のメリット
を追求した仕様に生まれ変わりました。
■ネックの後仕込み仕様に。
- 新 JT シリーズでは生産工場の変更により、
ヘッドウェイ上位機種と同様の「アリミゾ加
工」＋「ネックの後仕込み」
■プリアンプ搭載製品が増えました。
- 新 JT シリーズでは、HJ-OSAMURAISAN 
II を 除 く全てのモデルでプリアンプ
「Fishman Sonitone」を搭載しています。ア

Japan Tune-up Series( ジャパンチューン
ナップシリーズ )は、ギターの最終的なクオ
リティを決定づける重要な工程「仕上げ・セッ
ティング」に特に注力し、ギターの質を 1ラ
ンク上にアップグレードさせた、ヘッドウェ
イこだわりの製品ラインナップです。
確かな品質をお求めやすいプライスゾーンで
実現することで、持ち出すことが億劫になり
がちなハイエンドギターとは別の、手に取り
やすく「連れ出したくなるようなギター」と
しての価値を提案します。

ギタリストの方に確かなコストパフォーマン
スを実感していただけるよう、Japan Tune-
up series では以下の点にこだわりを持って
制作しています。
■ナット＆サドル加工
アコースティックギターの演奏で頻繁に使わ
れるローコード。ナットの角を滑らかに処理
し、また同じくサドルの角を滑らかにするこ
とにより、ブリッジミュート時など右手が触
れるときの感触も向上しました。
■フレットエッジの丸み加工
番手の違うサンドペーパーやスチールウール
などを使い分け、各フレットのエッジ部分に
丁寧に丸みを付けることにより、左手の移動
が滑らかになりました。ハイフレットまで滑

ンダーサドルタイプのピックアップが弦の振
動をナチュラルにアンプから出力します。サ
ウンドホール内にボリュームとトーンをコン
トロールするダイヤルを装備し、アンプやア
ウトボードペダルを使わずとも手元である程
度の音作りが可能です。
■全モデル、ネックヒールにストラップピン
を標準装備しました。
-新 JT シリーズでは、全モデルに対してネッ
クヒール部分にストラップピンを標準装備し
ています。これまでヘッドウェイでは一部の
製品を除いて、ネックヒールへのストラップ
ピン取付はあえて完成後の追加加工として
承っておりました。エレキギターからの持ち
替えなど、広く様々なプレイスタイルのギタ
リストの方にヘッドウェイギターの品質をお
伝えするために、ストラップピンをデフォル
ト仕様としました。

さらに進化した
Japan Tune-up series

ALL NEW
HEADWAY
ALL NEW
HEADWAY

新しくなったHeadway Japan Tune-up series



Japan Tune-up Series

確かなチューンナップの上に
豊かな演奏が生まれます
プロギタリストは買ったギターをそのまま使わず、まずは信頼出来るリペアマンに預け好み
のセッティングに調整してからステージに立つと聞きます。ギターに親しんだベテランは自
分のギターのナットを自分で削り、好みの弾き心地になるまで手を加えます。
弾き手に合った確かなセッティングがギタープレイにそのまま繋がることを彼らは知ってい
ます。Headway Japan Tune-up series( ジャパンチューンナップシリーズ ) で私たちは細部
に渡ってギターのポテンシャルを最大限に発揮できるようなセッティングにこだわりました。
地味な作業を一つ一つ確実に積み重ねることでしか得られない、確かな品質のギターをお届
けします。

新 JTシリーズ最上位モデル

新 JTシリーズのこだわり

HD-V150SE/45
新しくなった Japan Tune-up series のフラッグシップ
モデルは 45 スタイルでジリコーテサイドバックのHD-
V150SE/45。いつまでも弾いていたくなるような華やか
なルックスとサウンドが特徴です。







信州の名工、百瀬恭夫の世界

ボディにネックをセットする際に
利用するジャッキ。

ネック側のホゾをノミで加工する百瀬。

ボディ側のアリミゾ加工をするためのジ
グと固定台。

百瀬が愛用する鏝鑿（こてのみ）。



■1999 HD-115 (SN : #000000)
　ヘッドウェイがアコースティ
ック・ギターの生産を再始動し
た1999年にリリースされた
HD-115の復刻モデル。のモデ
ルに使用された木材は、1980
年代初頭からストックされ、83
年の工場火災からも奇跡的に免
れたという古材だった。限定
128本のみの生産とアナウンス
されたが、写真のシリアル・ナ
ンバー“#000000”の個体をカウ
ントすると、実際には129本製
作されたことになる。写真のギ
ターは近年になって工場の中か
ら発掘されたもので、1981年
版製品カタログの中でHD-115
として掲載された製品のプロト
タイプ。写真のシリアルナンバ
ーでもそれが確認できる。今年
催された東京と大阪の展示会に
て出展され、ファンの間でも話
題となった。当時このギターの
製作に携わった百瀬恭夫と栢沼
敏明の両名は、約18年振りに本
器と対峙したところ、感慨にふ
けるでもなく、“もっとこうす
れば良かった”など、反省の弁
を述べていたという。

■HD-180 CUSTOM
　百瀬恭夫はこれまでに500や
700シリーズ、あるいはザ・モ
モセ・ブランドなどを手がけて
いたが、現在彼が製作するギタ
ーはすべて受注生産で、飛鳥チ
ームビルドのメンバーたちのサ
ポートを受けながら、月々４本
程度のペースで製作されている
。本器はボディ・バック＆サイ
ドに工場内で30年以上ストック
し、十分な乾燥を経たホンジュ
ラス・マホガニー材を使用した
ドレッドノート・モデル。イン
タビュー内で百瀬は“シンプル
な18タイプが好み”という発言

をしているが、まさにこの個体
は彼の趣向と合致しており、一
層腕を振るって製作したものだ
ろう。表板及び力木にはアディ

ロンダック・スプルースを使用
。ボディ・トップには、強度の
面及びサウンド面において百瀬
が太鼓判を押すリア・シフト・

ブレイシングを採用。音の分離
に優れ、軽やかな響きの中に、
マホガニー特有の甘さが加味し
ている、そんな印象を受けた１

Standard 
Bracing　
ヘッドウェイで近
年使用されている
代表的なパターン
を３種類紹介しよ
う。最初はヘッド
ウェイの創業時の
頃から採用してい
るスタンダードな
Ｘブレイシング。

２本の力木の交点はサウンドホールから38
㎜の位置に設定され、Ｘブレイス自体には
スキャロップ加工が施されていないノーマ
ル仕様。ローズウッド材による大型なブリ
ッジ・プレートが特徴。力木材にはシトカ
・スプルースを使用。

Foward 
Shift Bracing
　スキャロップ加
工が施されたフォ
ワード・シフトＸ
ブレイシングは、
2007年より導入さ
れた。マーティン
の場合、サウンド
ホールから１イン
チ（約25.4mm）

の位置にＸブレイスの交点がくるが、ヘッ
ドウェイでは交点をそれよりもややブリッ
ジ寄りに配置させている。言わばセミ・フ
ォワードの位置に設定してバランスを取っ
ている。ブリッジ・プレートにはメイプル
材を使用。

Advanced Rear 
Shift Bracing
　ヘッドウェイで
近年使用されてい
る代表的なパター
ンを３種類紹介し
よう。最初はヘッ
ドウェイの創業時
の頃から採用して
いるスタンダード
なＸブレイシング

。２本の力木の交点はサウンドホールから
38㎜の位置に設定され、Ｘブレイス自体に
はスキャロップ加工が施されていないノー
マル仕様。ローズウッド材による大型なブ
リッジ・プレートが特徴。力木材にはシト
カ・スプルースを使用。
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2018 年春製作
HD-SAKURA DX V

2017 年に製作したモデルではボディに
長野県松本産の桜を使用しました。

株式会社ディバイザー
〒 399-0033 長野県松本市大字笹賀 7072-6
TEL : 0263-86-8808 / FAX : 0263-86-8778

ヘッドウェイギターズについての最新情報は公式ウェブサイトをご確認ください
ヘッドウェイギターズ販売元

www.deviser.co.jp/headway
掲載の製品情報は発売当時のものとなり、仕様・価格の変更、生産が終了している事がございますのであらかじめご了承くださいませ。

桜の木は古くは鼓など和楽器で使われていた木ですが、ギ
ターやウクレレの素材として使われることは非常に少な
く、あまり前例がありませんでした。
ヘッドウェイではギターやウクレレに桜の木を使ったモデ
ルを制作したところ、マホガニーやローズウッドとはまた
違った、明るくそれでいて優しい柔らかなサウンドが得ら
れました。
装飾面では桜の花びらをモチーフとしたポジションマーク
やインレイなどをデザインし、世代や性別を超えて多くの
プレイヤーの方にお楽しみ頂いています。


